
シカゴ大学医学部血液腫瘍内科
のケネス・コエン氏、2014年度
の受賞者でMDアンダーソンに
派遣された虎の門病院腫瘍内科
医師の三浦裕司氏による記念講
演が行われた。
　上野教授は、「奨励賞受賞者
への期待と研究成果」と題して
講演し、留学で研究の手法を学

医師と島津医師がMDアンダーソンが
んセンターで、宮下医師がシカゴ大学
医学部でそれぞれ１年間研修する。
　はじめに後藤尚雄日本対がん協会理
事長が３人の受賞を発表。日本対がん
協会とリレー・フォー・ライフ・ジャパ
ン実行委員会から奨学金認定書が３人
に授与され、受賞者がそれぞれ喜びの
言葉を述べた。
　その後、垣添忠生・日本対がん協会
会長が「同世代のいい友人を作ってき
てください」と期待の言葉をかけた。
RFLJ御茶ノ水2019名誉実行委員長の
坂下千瑞子・東京医科歯科大学特任助
教も「RFLJの仲間たちも応援し、期
待しているので、たくさんの宝を持っ
て帰ってきてほしい」と、激励した。
　授賞式の後は、MDアンダーソンが
んセンター腫瘍内科の上野直人教授と

　日本対がん協会は５月17日、
東京都中央区の朝日新聞社東京本
社レセプションルームで「リレー・
フォー・ライフ（RFL）マイ・オン
コロジー・ドリーム（MOD）奨励
賞」の2018年度授賞式を開催した

（協力：米テキサス大学MDアン
ダーソンがんセンター、シカゴ大
学、一般社団法人オンコロジー教
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　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生活
での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護師や
社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライン」（☎
03−3541−7830）を開設しています。祝日を除いて毎日午
前10時から午後6時まで受け付けています。相談時間は
1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は医師による面接・電話相談と社労士による就
労の電話相談（ともに無料、電話代は別）を受け付けています。予
約・問い合わせは月曜から金曜の午前10時から午後５時までです。
　医師による相談は電話が１人20分、面接は30分、社労士によ
る電話相談は40分になります。詳しくはホームページ（https://
www.jcancer.jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日・年末年始を除く毎日

03−3541−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
社労士による就労相談（要予約）
予約専用　03−3541−7835

左から上野直人教授、ケネス・コエン氏、受賞者の宮下さん、
秋山さん、島津さん、垣添忠生・日本対がん協会会長

2018年度　RFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞
テキサス大学MDアンダーソンがんセンターとシカゴ大学医学部へ

育推進プロジェクト）。
　同賞は日本対がん協会が各地の実行
委員会と共に開催しているリレー・フ
ォー・ライフ・ジャパンに寄せられた寄
付金をもとに、地域のがん医療の充実
を図るために2010年度に設けられた
米国における１年間の留学研修プログ
ラム。全米有数のがん専門病院である
テキサス大学MDアンダーソンがんセ
ンターとシカゴ大学の協力と、一般社
団法人オンコロジー教育推進プロジェ
クトの支援の元にこれまで16人の若
手医師を米国に送りだしてきた。
　今年度の受賞者は東京医科歯科大学
医学部付属病院血液内科医員の秋山弘
樹医師（35）と、日本赤十字社和歌山医
療センター血液内科副部長の島津裕医
師（41）、東北大学病院乳腺・内分泌外
科講師の宮下穣医師（41）の３人。秋山

んでくることが研究成果へ還元しやす
く、大切であることを強調。世界からき
ている人たちとのネットワークをつく
り、より患者中心の研究を進め、患者の
苦しみを除くことにつなげていくこと
への期待を語った。シカゴ大学医学部
のコエン氏はこれまで同大に送り出さ
れた受賞者が、挙げてきた研究成果な
ども紹介し、「シカゴ大学では様々な
研究プログラムが用意されており、臨
床と研究の学習ができる機会をぜひ生
かしてほしい」と強調した。
　最後に三浦氏が講演。研究の候補を
しぼれず、帰国直前になってようやく
研究の成果が得られるようなり、帰国
を３か月延長した経緯を紹介し、「積
極的にやりたいことを最初からどんど
んアピールしてください」とアドバイ
スした。

秋山弘樹さん、島津裕さん、宮下穣さんに決定
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た、RFLに関わる皆様や対がん協会
をはじめ関係者の方々には深く感謝申
し上げます。
　私は血液内科医として日々、白血病
やリンパ腫といった血液がんの患者様
の治療にあたってまいりました。近年
の分子標的治療薬の進歩により血液が
んの予後は大きく改善していますが、

　この度はRFLマ
イオンコロジードリ
ーム奨励賞に選考い
ただきまして、大変
光栄に存じます。ま

　この度はこのよう
な素晴らしい賞を受
賞させて頂き、そし
てMDアンダーソン
への留学の機会を与

　今回このような素
晴らしい賞を受賞さ
せていただき、大変
有難く思っておりま
す。この賞が日本対

えて頂き、誠にありがとうございます。
RFLを支えて下さっている皆様から
の温かい支援と期待を背負ったMOD
奨励賞の重みに、身の引き締まる思い
でおります。皆様の期待に応えられる
よう、一生懸命研修して参ります。
　私は、血液がんを専門とする血液内

がん協会、RFLに関わる皆様の思い
と寄付金から成り立っているものであ
り、この場を借りて感謝申し上げま
す。
　私は乳がんを専門とする外科医とし
て、乳がん患者さんの診断、手術治療、
薬物治療、そして緩和医療まで全ての
ステージに携わらせて頂いています。

成人に多い白血病である急性骨髄性白
血病についてはなかなか決定的な治療
薬が開発されず、厳しい経過となるこ
とも多いのが現状です。
　私は、そういった患者様の診療に携
わる中でどうにか急性骨髄性白血病に
も他の血液がんのような治療のブレイ
クスルーが得られないか、という思い
で原因遺伝子を標的とした治療法の研
究を行うようになりました。
　今回研修させていただくMDアンダ
ーソンがんセンターは、世界中からト
ップクラスの人材が集まり最先端の設

科専門医として日々の診療に携わって
いる中で、血液がんの治療成績が大き
く改善してきたことを実感していま
す。一つにはがんに特異的な分子標的
治療薬、他には免疫療法の登場によ
り、予後はさらに改善しています。
　しかしその中でも、私が研究テーマ
としているT細胞リンパ腫は希少疾患
で標準治療がなく、複数の新規薬剤が
登場したものの、未だよい治療はなく、
予後はよくありません。T細胞リンパ
腫の研究を進めるためには、腫瘍側の

また、バイオマーカー探索研究や臨床
試験にも携わらせて頂いています。
　その中で、より効果的な集学的治療
や、副作用や治療抵抗性を予測しなが
ら戦略を立てる必要性を感じていま
す。患者さんがストレス無く治療を受
けられ、がんに罹患しても前向きに幸
せな人生を歩めること、それを実現し
ていくことが我々の責務と考えていま
す。
　私はこれまで乳がんにおける腫瘍免
疫の研究を行ってきました。そのなか
で免疫治療をより効果的に行うために

備で研究が行われているだけでなく、
白血病を含む非常に多くの患者様が新
薬の治験を含む治療を受けている施設
です。そういった環境で、白血病の予
後を大きく改善させるような治療の開
発を目指すと同時に、帰国後にその経
験を日本での血液がん研究や治療の発
展に生かせるよう、できる限りのこと
を学んでくる所存です。
　今回の研修がRLFの皆様の思いに
支えられたものであることを忘れず、
その期待に応えられるよう今後とも努
力を続けていきたいと思います。

ゲノムとエピゲノムの研究、それに宿
主免疫の研究が必要と考えています。
　今回MDアンダーソンで研修させて
頂く高橋先生は急性白血病に対する最
先端のゲノム・エピゲノム研究を進め
ておられます。私はこれまで免疫の基
礎研究も行ってきましたので、その知
識を生かして１年間の研修で最先端の
研究手法と考え方を習得し、よき研究
仲間と切磋琢磨することで日米間に人
脈のネットワークを築き、帰国後の研
究に生かしたいと考えております。

は他の治療モダリティによる腫瘍免疫
微小環境の修飾が重要だと考えており
ます。それを解明していくことが最終
的には副作用を軽減したり治療抵抗性
を回避したりするような治療の開発に
結び付くものと考えており、そのよう
な研究をシカゴ大で行っていければと
思います。
　このような貴重な機会を頂いたのは
幸運であり、ぜひこのチャンスを最大
限に生かして、将来的には日本のがん
治療に貢献できるように頑張っていき
たいと考えております。

MOD奨励賞受賞者の言葉

白血病の予後を大きく改善したい� 東京医科歯科大学附属病院血液内科　秋山 弘樹さん

血液がんの新しい治療法を開発したい� 日本赤十字社和歌山医療センター血液内科　島津 裕さん

乳がんの副作用低減などの治療法開発へ� 東北大学病院乳腺・内分泌外科　宮下 穣さん

「私が成し遂げたいこと」
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　2017年度の日本対がん協会主催の
RFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨
励賞をいただき、2018年10月からシ
カゴ大学医学部Biological Science 
D i v i s i o n、血液腫瘍内科教授の
Olufunmilayo I. Olopade先生の研究
室で客員研究員として研修をしており
ます。私の所属する同研究室は、米国
人のみならずロシア、中国、ナイジェ
リア、ノルウェー、韓国、インドなど
世界各国から様々なバックグラウンド
を持つ人材が集まり、また教授自身も
ナイジェリア人という米国らしい非常
に国際色豊かな研究室です。
　私の米国でのメンターである
Olopade教授は、遺伝性乳がんの原因
遺伝子であるBRCA１/２遺伝子の基
礎研究からそのリスクアセスメントに
関わる臨床研究、また乳がんの統合的
な遺伝情報解析などでとても有名で、
私は同研究室で統合的な遺伝情報解析
を用いた乳がんの新規治療へのバイオ
マーカー探索研究に携わっています。
　教授の、一つ一つの研究によって、
より多くの人が乳がんで人生を左右さ
れることを減らしたいという情熱がラ

ではなく臨床部門にもいくつか参加さ
せていただいています。毎週木曜日は
朝７時半から10時近くまで、乳がん
を専門とする放射線診断医、病理医、
腫瘍外科医、形成外科医、腫瘍内科医、
放射線治療医、看護師、ソーシャルワー
カー、遺伝カウンセラーなど多くの職
種が集まるmultidisciplinaryカンフ
ァレンスに参加し、その後、Olopade教
授の外来につかせてもらい米国の実際
の診療を学ばせていただいています。

患者の声も聞き、研究
　外来の中では米国の実際の患者さん
の声や思いを聞くことができ、また
BRCA１/２遺伝子変異を持つ患者さ
んも多く、家族を含めたリスクアセス
メントを学ばせてもらっています。皆
ではないですが、BRCA１/２遺伝子
変異を持つ患者さんの多くが会話の中
で変異を知ってよかったと話をされま
す。国による文化の違いもあるかとは
思いますが、そのように捉えることが
できる環境が整備されることは非常に
重要であると感じます。
　こちらにきてはや半年が経ち、短い

期間ではありますが、イチロー選手
が引退会見で語られた「外国人になっ
たこと」を様々な場面で感じます。そ
の一方、米国の生活に違和感を覚える
ことが少なくなり、「普通」に毎日を過
ごしているように思います。食生活で
はたまに「出汁」の味が恋しくなります
が、お肉やピザなど米国ならではの食
事を楽しんでいます。
　冬の寒さは
これまでにな
い経験で、今
年はマイナス
3 0度近くま
で下がる日が
あり、外に出
るとすぐまつ
毛が凍るとい
う体験をしま
した。また、
シカゴの美術
館や博物館、
科学館の多くはシカゴ市民無料の日が
設定されており、特に自宅から近いシ
カゴ美術館には何度も家族で訪れ楽し
んでいます。
　これらの多くの経験が、研究や臨床
のみならず、文化や考え方の違いまで
を含めて多くを学ばせてくれていると
感じています。このような経験をさせ
ていただいていることを対がん協会、
マイ・オンコロジー・ドリームに関わる
多くの皆様に感謝し、また私の日本、
米国のメンターや同僚、そして一緒に
米国での生活を楽しんでくれている家
族にも感謝をし、これからも日々目の
前のことに一つずつ取り組んでいきた
いと思っています。

マイ・オンコロジー・
ドリーム奨励賞 「シカゴ大学で研修を始めて」

2017年度受賞者現地レポート

　リレー・フォー・ライフ（RFL）に寄せられた寄付金をもとに、地域のがん医療の充実をはかるために若手
医師を奨学医としてアメリカに派遣するRFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞を受賞して、現在シカゴ
大学医学部で研修中の、服部正也さんから現地レポートが届きました。
　がん患者や家族の夢をのせて、慣れない環境の中でも必死に研修に励む服部さんに現地で取り組みや研修
を始めての思いなどを報告してもらいました。

乳がんの新規治療のバイオマーカーを探索� 愛知県がんセンター乳腺科　服部　正也

米国癌学会（AACR）でメンターのOlopade教授と

シカゴで今年最も
寒かった日の気温

ボの多国籍のメンバーの
様々な研究のモチベーショ
ンにつながっているように
感じます。私もその情熱に
感化されながら、少しでも
自分の研究が乳がんによっ
て家族や友人との時間を奪
われてしまう人が少なくな
ることにつながるようにと
思いながら試行錯誤の日々
を送っています。
　こちらでは研究部門だけ
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　公益財団法人日本対がん協会は６
月10日付で、日本国内のがん研究を
助成する、「リレー・フォー・ライフ

（RFL）プロジェクト未来研究助成金」
の公募を開始した（協力：日本癌学会、
一般社団法人日本癌治療学会、公益社
団法人日本臨床腫瘍学会）。
　この助成制度は同協会が開催する、
がん患者・家族の方々を支援するイベ
ント「リレー・フォー・ライフ」を通じて
寄せられた寄付金を基に設けられ、今
年度で８回目となる。将来の画期的な
がん治療や、患者のQOL改善に役立
つような基礎研究・臨床研究、患者・家
族のケアに関する研究に対して、一件
当たり最大300万円を助成する。
　2018年度は67件の応募があり、分
野Ⅰから10件、分野Ⅱから10件、合

計20件の研究を採択した。2019年度
もがん患者や家族など支援者の夢の実
現につながるような研究を広く公募す

る。詳しくはリレー・フォー・ライフの
ホームページ内の「プロジェクト未来」
のページをご確認ください。

対　　象：［分野Ⅰ］… 基礎研究・臨床研究 （がんの発症メカニズムの解
明に向けた基礎研究、新薬開発に関わる基礎・
臨床研究、臨床試験、疫学研究等）

　　　　　［分野Ⅱ］… がんの支持療法、社会面に関する研究 （患者・サ
バイバー・家族の支援、就労、治療後遺症、リハビ
リ、口腔ケア、がん相談に関する研究等）

助 成 金： １件300万円を限度とする（総額1500万円以内）。研究が複
数年にわたる場合は、年度ごとに申請（最長３年）。

応募方法： リレー・フォー・ライフホームページ内の「プロジェクト未来」 
のページ（https://relayforlife.jp/project-mirai#research_ 
grant）からダウンロードした研究助成金申請書に必要事項
を明記の上、必要な資料を添えて郵送またはE-mailで応募
する。

募集期間：2019年６月10日（月）～７月26日（金）17：00（必着）
問い合わせ：日本対がん協会「プロジェクト未来」研究助成金係
　　　　　電話03−3541−4771

　2019年度の最初のリレーイベント
「東京御茶ノ水」が５月11日、12日に
東京・文京区の東京医科歯科大学キャ
ンパスで開催された。３回目となる今
年は、同大大学院時代に副実行委員長
として参加し、現在は東京大学医学部
附属病院の臨床検査技師となった柴山
春奈さんが実行委員長に。高校生チー
ムを含む23チームが参加し、見晴ら
しの良い「知と癒しの庭」と名付けられ
た屋外テラスと、大講堂を主な会場に
して、高層ビルを背景に約1000人が
ウォークした。
　柴山実行委員長は、昨年、母親が大
腸がんになり、つらいときがあった

リレーの力を訴えた。
　医大での開催らしく、がんを学ぼう
講座も開かれ、免疫チェックポイント
阻害剤「オプジーボ」の開発にかかわっ
た岩井佳子・日本医科大学教授の講演
やがん検診について語り合うパネルデ
ィスカッションなどが行われた。

初開催の大分中津に約870人参加

　５月18日、19日には初開催となっ
たRFLJ大分中津が大分県中津市の三
光総合運動公園で開かれた。大分県で
は大分市に次いで２カ所目だが、同県
北部のがんサバイバーも参加しやすい
ようにと、大分でも実行委員を務めて

いた福山康朗・中津市民病院がんセン
ター長が実行委員長となって実行員委
員会を立ち上げ、開催にこぎつけた。
　地元の医療機関の職員や市役所、高
校などの14チームが参加し、約870人
がウオークした。福山実行委員長は

「中津でリレー・フォー・ライフをやり
たい、という念願がかないました。多
くのサバイバーさんにもご参加いただ
き、雨の中皆さんが元気に歩く姿に感
動しました。また、来年お会いしまし
ょう」と語った。
　５月はこのほか、茨城、熊本、和歌
山、宮崎でも開かれ、今年度は50か
所での開催が予定されている。さわやかにスタート（東京御茶ノ水RFLJ）

初開催のRFLJ大分中津

がん患者・家族の希望となるために
「RFLプロジェクト未来研究助成金」 公募開始

大分中津は初開催
東京御茶ノ水を皮切り

2019年RFLJ幕開け

が、リレーをやっていたことで周
りの人達色々と話しをきいてもら
うなどして助けてもらい、自分を
取り戻して前を向けるようになっ
たという。「決して一人ではないこ
とや、周りには助けてくれる仲間
がいることを、このイベントを
通して一人でも多くの人に伝われ
ばいい」と開会宣言であいさつし、
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　４月22日、東京都港区の資生堂本
社で、同社の2018年度花椿基金寄付
金目録贈呈式があり、同基金の支援を
受ける日本対がん協会も出席した。
　花椿基金は、資生堂の社会貢献事
業。同社の社員が、給与引きで一口
100円から参加できる。
　支援対象は10団体。日本対がん協
会は、2018年度に約40万円の寄付を
受けて、無料のがん相談事業などに活
かしている。
　また、日本対がん協会と同社ライフ
クオリティービューティーセンター
は、抗がん剤治療の副作用をカバーす
る外見ケアを随時、共催している。
●外見ケアで前を向ける
　贈呈式で中村智志事務局次長は、「以
前、対がん協会のイベントで、資生
堂の方が『資生堂は、化粧の力でQOL

（生活の質）向上に向けた活動を行って
います』とおっしゃっていました。外

見ケアを受けた方は『自信を持って街
に出られるようになった』『これで仕事
に復帰できる』などと前を向けること
が多い。笑いは免疫力をアップしま
す。『外見ケアを受けると治療成績がよ
くなることを証明したい』と話す医師
もいます」と感謝を述べた。
　この日はほかの団体も参加し、花椿
基金を活用した活動を報告した。
　WWFジャパンは、インドネシアの
熱帯林保護のため持続可能な「認証パ
ーム油」の生産農家を育成している。
全国女性シェルターネットは、何も持
たずに母子でDV被害から逃げてきた
子どもの進学・就学を支援している。
　紫外線を浴びると高い確率で皮膚が
んやさまざまな神経症状を発症する難
病XPの子どもの親たちで作る「全国色
素性乾皮症（XP）連絡会」は、紫外線防
御用品の購入や勉強会などを行う。「ジ
ョイセフ」は、アフリカ・ザンビアの女

イベントに出展

クイズに取り組む親子連れら 日本対がん協会ブース前には行列も

がん相談などを支援
資生堂花椿基金の寄付金目録贈呈式

性が安全に出産できる保健施設を整備
し、出産キットを提供している。
　このように、多様な活動をサポート
する花椿基金の支援先は、毎年、資生
堂の運営委員が審査会で決める。その
一つとして、選ばれ続けていること
は、大きな励み。日本対がん協会は、
今後も花椿基金を患者支援に活かした
いと考えている。

　母の日に先駆け、ゴールデンウィ
ーク最終日の５月６日に、西武ラ
イオンズが東北楽天イーグルスと
の試合に合わせ「LIONS HAPPY 
MOTHER’S DAY」を開催した。
日本対がん協会も埼玉県支部（埼玉
県健康づくり事業団）と協力してメ
ットライフドーム前広場に啓発ブー
スを出展し、乳がん、子宮頸がんの

啓発活動を行った。
　啓発ブースでは、乳がんと子宮頸
がんに関する女性がんクイズ、お
母さんへのメッセージ書きコーナ
ー、乳がん無料検診などを実施し、
約400人以上の親子連れらが立ち寄
り、にぎわった。ブースには西武ラ
イオンズのマスコットも参加、クイ
ズの正解に応じてグッズをプレゼン

トするコーナーには長蛇の行列もで
きた。
　乳がん無料検診は定員が30人だ
ったが、申し込み者がそれを上回る
ほどの人気で、「ずっと検診を受け
なければと思っていて受けずに過ご
してしまっていたのが球場に来て受
けられてよかった」などの声が聞か
れた。

埼玉西武ライオンズ

「LIONS HAPPY MOTHER’S DAY」

◀▶

目録をいただき、気持ちを引きしめる
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【作品説明】
　家族、友人から病院に行くのを勧められても

「まだ、大丈夫」と勝手に自己診断をして行かない
人が多いと聞きました。本当に大丈夫だと思える
ために病院できちんと診てもらって欲しいという
メッセージを込めてデザインしました。
【粟辻美早先生の講評】
　虫メガネを上手く使った、アイデアあるコトバ
遊び。インパクトの強い大胆な構成が、とても印
象に残りました。言葉の中に隠されたメッセージ
は、多くの人が抵抗なく自分への忠告として受け
止めるでしょう。この作品には、検診を後回しに
している人々の背中を押す力を感じます。

※学年は2019年３月の応募時のもの

入
　
　
選

本田裕一朗（専門学校穴吹デザインカレッジ） 一歩踏み出せば
佐藤　里菜（静岡文化芸術大学大学院） あなたか、あなたの大切なひと。どちらかのはなしです。
中川　　翠（倉敷市立短期大学） 関係ないなんて　言わせない。
石田　晴也（静岡産業技術専門学校） 命のかたむき
鈴木　遼太（明治大学） 巣食われる前に救われよう
山内虹渡子（大阪成蹊大学） がんけんしんにいこう
三澤　奏子（金城大学短期大学部） 見つけようとしないだけ。
藤井　彩未（河原デザイン・アート専門学校） 今ならまだ、きれいに消せる。 ※敬称略、順不同

　若い世代にがんにつ
いて知ってもらい、新
鮮な発想とデザインで
がん検診の受診を呼び
かけてもらうことを目
的として、学生を対象
に公募した「第７回が
ん征圧ポスターデザイ
ンコンテスト」の審査

第７回   がん征圧ポスターデザインコンテスト　受賞者決定
森山　早雲さん（岡山県立岡山南高校）が最優秀賞

審査員一同で最優秀賞作品を囲む

「『大丈夫』？」

最優秀賞 森
もり

上
がみ

  早
さ

雲
くも

さん
岡山県立岡山南高等学校　情報処理科　２年

会が４月17日に東京・中央区の朝日新聞本社レセプションルーム
で開催され、入賞作品が決定した。今回より、作品の応募をすべ
て電子データでも受け付け、115作品の応募があった。
　その中で、森山早雲さん（岡山県立岡山南高校）の作品「『大丈
夫』？」が最優秀賞に選ばれた。高校生の作品が最優秀賞となるの
は初めて。森山さんは「最優秀賞になり、めちゃくちゃうれしい
です。高校生では初めてときいてびっくりしました。自分は大
丈夫と思っている人が多いでしょうが、この作品をみて気軽に検
診を受けてもらえるようになればいいです」と受賞のコメントを
寄せた。森山さんには副賞として賞金10万円が贈られ、作品は
ポスター化し９月のがん征圧月間に合わせて全国の自治体、保健
所、病院などで掲示される予定になっている。
　優秀賞は、中山亮さん（愛知工業大学）の「小さな危険」、佐藤里
菜さん（静岡文化芸術大学大学院）の「母からの電話」、宮田怜佳さ
ん（東京造形大学）の「疑え」、井澤詩萌さん（岡学園トータルデザ
インアカデミー）の「倒れる前に」の４点。優秀賞は３点の予定だ
ったが、優秀作が多く、今回は特別に４点となった。
　コンテストの審査員は、粟辻美早（グラフィックデザイナー）、
猪俣研次（厚生労働省健康局がん・疾病対策課課長補佐）、岸田徹

（NPO法人がんノート代表理事）、後藤尚雄（日本対がん協会理事
長）、中川恵一（東京大学医学部附属病院放射線科准教授／放射線
治療部門長）、廣村正彰（グラフィックデザイナー）、本田亮（クリ
エイティブディレクター）、本多昭彦（日本対がん協会　広報グル
ープマネジャー）の８人が務めた。
　審査後の総評では「全体的にレベルが高く、バラエティにも冨
み、何を表現するかを考え抜かれた作品がそろった」という声が
あがった。
　最終選考に残った８作品は「入選」となった。
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「小さな危険」

「母からの電話」

「疑え」

「倒れる前に」

優秀賞

中
なか
山
やま
��亮
りょう
さん

愛知工業大学
情報科学部　２年

佐
さ
藤
とう
��里
り
菜
な
さん

静岡文化芸術大学大学院
デザイン研究科　１年

宮
みや
田
た
��怜
りょうか
佳さん

東京造形大学
デザイン学科　２年

井
い
澤
ざわ
��詩
し
萌
ほ
さん

岡学園トータルデザインアカデミー
デザインビジネス科　１年

森
もり

上
がみ

  早
さ

雲
くも

さん

【作品説明】
　全体の構成はシンプル
にして、中心の図形は放
置しているとどんどん成
長していくという意味を
込めて余白を全面的に使
いました。今後、余白を
黒くしていくのか、それ
とも白くするのかはあな
たの行動次第であるとい
うメッセージ性も込めて
います。
【本田亮先生の講評】
　たくさんの秀作がそろ
った中で白スペースが大
胆なデザインが目をひい
た。最優秀賞にするべき
だという声もあったが過

【作品説明】
　一人暮らしをする子供
をついつい心配してしま
うのが親心です。「ちゃん
と食べてる？」は健康を
気遣う常套句ですが、そ
れと同じくらい「がん検
診には行った？」と聞く
ことが当たり前になって
ほしいとの願いを込めま
した。コピーには「がん」
という強い言葉を使わ
ず、左下の協会名を見る
ことで初めて「がん検診」
と分かるように配慮しま
した。
【粟辻美早先生の講評】
　少し前屈みに心配する

【作品説明】
　日本人の２分の１が人
生に１度はがんになると
いう話を聞いて、自分も
含めて同じ場にいる誰か
が今この瞬間がんになっ
てもおかしくないと思い
ました。誰もががんにな
りうるという事を「癌」と
いう漢字そっくりの存在
しない漢字で表現しまし
た。全体の半分の数ずつ
を「癌」と「癌かもしれな
い」漢字でランダムに埋
め、誰ががんになっても
おかしくないという事を
表しています。

【作品説明】
　がんにかかり倒れてし
まう人をドミノで例え、

「ドミノが最後まで倒れ
る前に検診へ」＝「自分が
倒れる前に検診へ行くこ
と」をかけたデザインに
しました。
【本田亮先生の講評】
　がんが進行する前に検
診に行こうというメッセ
ージがシンプルなデザイ
ンでユーモラスに表現さ
れている。一方で倒れる
のは「癌」ではなくて「人」
ではないかという意見も
出て、人によって捉え方
が違う作品となった。し

去に類似アイデアがあったために優秀賞となった。シンプ
ルなデザインでも、スペースや色の使い方、コピーワーク
に高いディレクション能力を感じる。

母の姿が、イラストの優しいタッチによって、より深い愛
情を感じさせます。自分を心配している人のために、その
人を安心させるために。心あたたまる母の問いかけが、若
い人たちの心にもきっと届くはずです。

【本田亮先生の講評】
　日本人の２人に１人ががんになるという表現が多い中で
この作品がもっともビジュアルインパクトがあった。まだ

「癌」になっていない人にも可能性がある。今は「癌」の一歩
手前かもしれないという恐怖を感じることができる。見る
人が自分事として考えさせられる作品である。

かし、アイデアのユニー
クさを評価して優秀賞と
することにした。
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2017年度グループ支部　がん検診の実施状況から　◇肺がん

　■全体　男女合計

古本で日本対がん協会に寄付ができます
読み終えた本やDVDなどを活用しませんか？ 詳しくは「チャリボン」　https://www.charibon.jp/partner/JCS/

（ISDNのバーコードがついた書籍類が対象です）
お問合せ（株式会社バリューブックス）：0120︲826︲295
受付時間：10：00︲21：00（月～土）　10：00︲17：00（日）

支部名 受診者数
（A）

要精検者数
（B）

精検受診者数
（C）

精検の結果 精検不要の人数
（E）

がん発見率
（D／A）

陽性反応
的中度
（D／B）がん（D） がん疑い がん以外の疾患 異常なし その他


